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推進標語
「道路ふれあい月間」

『
ゆ
ず
り
合
い

咲
く
笑
顔
』

心
や
道
に

３ 1
614

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
当
会

議
の
運
営
に
日
ご
ろ
よ
り
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
初
に
は
想
像
も

し
て
い
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
中
の
日
常
を
一
変
さ

せ
る
一
年
と
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
や
９
月
の

台
風
10
号
な
ど
の
、
頻
発
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、

　

政
府
は
、
令
和
２
年
12
月
21

日
に
、
令
和
３
年
度
予
算
を
閣

議
決
定
し
た
。

　

令
和
３
年
度
道
路
関
係
予
算

は
、
２
兆
６
５
５
億
円
（
対
前

年
度
比
１
・
01
）
で
、
令
和
３

年
度
道
路
関
係
予
算
に
お
い
て

は
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
、
予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化

対
策
、
人
流
・
物
流
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
安
全

・
安
心
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る

空
間
の
利
活
用
、
道
路
シ
ス
テ

ム
の
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
に
基
づ
き
、
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

の
加
速
化
・
深
化
を
図
る
た

め
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

予
算
と
あ
わ
せ
て
、
重
点
的
か

つ
集
中
的
に
対
策
を
講
じ
る
と

し
て
い
る
。

【
主
な
新
規
制
度
】

◇
踏
切
道
改
良
計
画
事
業
補
助

制
度
の
創
設

　

交
通
事
故
の
防
止
と
駅
周
辺

の
歩
行
者
等
の
交
通
利
便
性
の

確
保
を
図
る
た
め
、
踏
切
道
改

良
促
進
法
に
基
づ
き
改
良
す
べ

き
踏
切
道
に
指
定
さ
れ
た
踏
切

道
の
対
策
に
つ
い
て
、
計
画
的

か
つ
集
中
的
に
支
援
す
る
個
別

補
助
制
度
を
創
設
す
る
。

◇
高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助

制
度
の
拡
充

　

高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
と
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
る
当
該
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い

て
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
開
通

時
期
が
公
表
さ
れ
て
い
る
場
合

に
加
え
て
、
高
規
格
幹
線
道
路

と
一
体
的
に
施
工
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
や
ア
ク
セ
ス
道
路
に

お
い
て
大
規
模
構
造
物
を
施
工

す
る
場
合
な
ど
、
高
規
格
幹
線

道
路
と
同
時
供
用
す
る
た
め
に

計
画
的
な
施
工
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
補
助
対
象
と
し

て
拡
充
す
る
。

【
高
速
道
路
の
機
能
強
化
の
加

速
】

〔
財
政
融
資
０
・
５
兆
円
〕

　

12
月
８
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
安
心
と
希
望
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
財
政

投
融
資
を
活
用
し
て
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な

ど
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た

め
、
暫
定
２
車
線
区
間
に
お
け

る
４
車
線
化
に
よ
る
機
能
強
化

を
行
う
。

　

令
和
３
年
と
い
う
新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
菅
内
閣
が
発
足

し
、
引
き
続
き
国
土
交
通
大
臣

の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
も
国
土
交
通
行
政

に
対
す
る
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
我
が
国
は
、
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
社
会
経
済
や
国
民

生
活
へ
甚
大
な
影
響
を
受
け
て

お
り
、
国
難
と
も
言
え
る
状
況

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
加
え

九
州
地
方
を
中
心
に
大
き
な
爪

痕
を
残
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

方
々
に
改
め
て
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
敬

意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま

す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
収
束
さ
せ
る
こ
と
は
も

て
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地

で
発
生
す
る
大
規
模
な
自
然
災

害
に
よ
る
深
刻
な
被
害
の
発
生

や
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
よ
る
地
方
の
過
疎
化
の
進
行

な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
土
交
通
省
本
来
の
使
命
で

あ
る
「
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
」
た
め
の
国
土
交
通
行
政

を
遂
行
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
「
縦
割
り
」
や
悪
し
き
前
例

主
義
を
打
破
し
、
規
制
緩
和
や

デ
ジ
タ
ル
革
命
な
ど
の
推
進
に

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
同
時

に
、
安
全
で
安
心
で
き
る
国
民

生
活
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

も
、
道
路
整
備
を
通
じ
て
国
土

の
強
靭
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

令
和
２
年
度
が
最
終
年
度
と

さ
れ
て
い
る
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
は
、
会
員
の
皆
様

方
の
積
極
的
な
要
望
活
動
な
ど

が
功
を
奏
し
、
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
、

そ
の
対
象
事
業
を
拡
充
し
た
う

え
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
、
昨

年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

先
人
・
先
達
の
努
力
に
よ
り
ま

し
て
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９

年
）
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、

「
道
路
整
備
を
積
極
的
に
促
進

よ
り
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代

の
生
活
様
式
の
変
化
に
対
応
し

た
「
新
た
な
日
常
」
を
実
現

し
、
日
本
の
活
力
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
目
の
節
目
の
年
で
す
。

改
め
て
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
私
自
身
、
経

済
産
業
副
大
臣
（
兼
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
の
現
地
対
策
本

部
長
）
や
国
土
交
通
大
臣
と
し

て
、
度
々
被
災
地
を
訪
れ
、
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
等
の

基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興

や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
な
ど

の
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、

観
光
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
０

年
東
北
６
県
の
外
国
人
宿
泊
者

し
、
陸
上
輸
送
、
物
資
流
通
を

円
滑
化
さ
せ
、
も
っ
て
国
民
生

活
の
安
定
向
上
を
期
す
」
と
い

う
設
立
趣
旨
の
目
的
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
や
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
道

路
整
備
の
現
状
は
、
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。

　

国
土
は
、
こ
の
時
代
に
生
き

る
人
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
世
代
の
人
た
ち

が
強
靭
な
国
土
に
生
ま
れ
た
こ

と
に
誇
り
と
喜
び
を
持
て
る
よ

う
に
、
道
路
整
備
を
通
じ
て
強

靭
な
国
土
を
構
築
し
て
い
く
時

期
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
整
備
の
ほ
か
に

も
、
当
会
議
で
は
高
速
道
路
の

渋
滞
箇
所
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
駐
車
桝
の
増
設
な
ど
の
要
望

も
国
土
交
通
省
を
中
心
に
関
係

機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
そ
の
成
果
が
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
、
す
べ
て
の
道
路
利

数
１
５
０
万
人
泊
の
目
標
を
上

回
る
な
ど
、
着
実
に
取
組
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
今
で
も
被
災
者
の

皆
様
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
残
っ
て
い
る
も
の
と
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通
省

と
し
て
は
、
引
き
続
き
被
災
地

の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

一
刻
も
早
く
生
活
や
生
業
が
再

建
す
る
よ
う
、
一
つ
一
つ
の
課

題
解
決
に
向
け
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
新
た
な
経
済
対

策
と
し
て
「
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
安
心
と
希
望
の
た
め

の
総
合
経
済
対
策
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
済
対

策
は
、

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
策

・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経

済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実

現・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

年
頭
挨
拶

道 路 整 備 を 通 じ て 、 強 靭 な 国 土 の 構 築 を ！

古賀 誠
全国道路利用者会議会長

赤羽一嘉
国土交通大臣

令
和
３
年
度
道
路
局
関
係
予
算
決
定
概
要

の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確

保と
い
っ
た
３
本
の
柱
に
関
す
る

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
施
策
が
迅
速
か
つ
着

実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
、
人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ
た
証
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
土
交
通

省
と
し
て
も
、
空
港
等
の
水
際

に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
強
化

や
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
テ

ロ
対
策
、
海
上
警
備
を
含
む
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
首
都
地
域

の
防
災
対
策
や
渇
水
対
応
の
強

化
、
円
滑
な
輸
送
の
確
保
な

ど
、
関
係
者
と
連
携
し
て
大
会

の
成
功
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
は
、
と
り
わ
け

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

（国費：億円）

R3決定額（A） 前年度（B） 倍率（A/B）

直轄事業 15,994 15,795 1.01

改築その他 10,765 10,675 1.01

維持修繕 4,083 3,945 1.03

諸費等 1,147 1,175 0.98

補助事業 4,554 4,550 1.00

高規格道路、IC等アクセス道路その他 2,152 2,152 1.00

道路メンテナンス事業補助 2,223 2,223 1.00

除雪 113 113 1.00

補助率差額 66 63 1.06

有料道路事業等 106 127 0.83

合計 20,655 20,472 1.01

※道路関係予算合計には、個別補助制度創設等に伴う社会資本整備総合交付金からの移行分があり、社会資本整備総合交付金からの移行分を
含まない場合は国費20,477億円[対前年度比1.00]である。

※この他に、防災・安全交付金(国費8,540億円［対前年度比1.09］)、社会資本整備総合交付金（国費6,311億円［対前年度比0.87］）があ
り、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

※この他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として社会資本整備総合交付金（国費77億円［対前年度比0.06］）があり、地方の要望
に応じて道路整備に充てることができる。 

注１．上記の他に、行政部費（国費8億円）がある。

注２．直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金(3,017億円)を含む。

注３．前年度の計数には臨時・特別の措置を含まない。

注４．四捨五入の関係で、表中の計数が一致しないところがある。

拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立

②
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る

安
全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り

③
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
挑
戦

の
３
本
の
柱
を
中
心
と
し
て
諸

課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
本
年
も

「
現
場
主
義
」
を
徹
底
し
、
諸

課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

　

国
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
、
大

い
な
る
発
展
の
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
。

（
国
土
交
通
大
臣
年
頭
所
感
よ

り
抜
粋
）

令和3年度道路関係予算総括表

用
者
の
た
め
に
な
る
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
良
い
一
年
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。


